
宝泉茶臼山古墳（太田市）
ここは円福寺/背後が宝泉茶臼山古墳/境内の「円福寺茶臼山古墳及び伝新田氏累代の墓附石幢」が国指定史跡の「新田庄遺跡」
となっている/この辺りは当時「新田庄由良郷」と呼ばれており、13世紀中頃～14世紀前半頃の新田氏本宗家の拠点になっていた



　　　山門の扁額は江戸時代の旗本、筒井政憲の書になるもの



　　いくつもの標柱や説明板が立っている/左手は「東上州三十三観音霊場 千手観音」と記された標柱







　　　宝泉茶臼山古墳の後円部には十二所神社、くびれ部には円福寺千手観音堂、前方部には円福寺馬頭観世音堂が立ち並ぶ





　正面は墳丘くびれ部辺りに建つ円福寺千手観音堂で右手が後円部、左手は前方部



　　　右手の後円部を見たところ/墳丘裾に円福寺本堂が建つ



　　　　　　これが円福寺本堂



　　　　左手の前方部を見たところ/墳丘裾に新田氏累代の墓の覆屋が見える



　　　更に左手を見ると周堀の名残りのような池があった



　　　ここにもさまざまな標柱と説明板が立っている/正面は墳丘くびれ部辺りに建つ円福寺千手観音堂





　　　　　　この周辺には台源氏館跡や由良城跡が推定されているという



墳丘裾に円福寺本堂が立つほか、墳丘上の後円部には十二所神社、くびれ部辺りには円福寺千手観音堂、前方部には円福寺
馬頭観世音堂が立ち並び、それらの建立のため墳丘の多くが削られている/別所茶臼山古墳、円福寺茶臼山古墳とも呼ばれる



　　さて、ここが新田氏累代の墓の覆屋





　　　　「新田氏代々の墓」と刻まれている



　ここが多層石塔や五輪塔などが数多く並ぶ新田氏累代の墓



　　多層石塔



　　　　　反対側から見たところ



　　　他にもさまざまな石造物があった







　　　　　　さて、墳丘くびれ部辺りに建つ円福寺千手観音堂へ進んでみよう





　　　これが円福寺千手観音堂



　　　　　その左手を見たところ



　　「馬頭観世音」と刻まれた石碑



　　これが「円福寺茶臼山古墳及び伝新田氏累代の墓附石幢」の石幢/1489年の造立



　　重制石幢といわれる形式/安山岩製/龕部は七角形で七地蔵像が刻まれている





　そこから円福寺千手観音堂を見たところ



　　　さて、これはくびれ部辺りから前方部（南方向）を見たところ/向こうに馬頭観世音の御堂が見える



　　　　　　これが前方部上にある馬頭観世音の御堂



　　　　　その左手を見たところ



　これはその後方の前方部を見たところ



　　　左手（東側）には土塁状の高まりがあり、ここがかって城館跡として使われていたのではないかと思わせる雰囲気がある



　さて、これは前方部からくびれ部及び後円部（北方向）を見たところ/手前の辺りはかなり削平されている



　円福寺千手観音堂の右手が後円部/後円部上にある十二所神社の社殿屋根が見える



　　前方がその十二所神社社殿/右手前に説明板が立っている







　　右手を見ると土留め壁が見える/この山が本来の後円部の墳頂で、社殿のために一部が削平されていることが見てとれる



　　こんな感じ



　　　　　　その墳頂の手前に「国良親王御陵」と刻まれた標柱が立っていた



ここがその墳頂



　十二所神社の社殿屋根を見下ろす



これは十二所神社社殿裏手から円福寺千手観音堂裏手を見たところ/右手が墳丘西側の斜面で手前の後円部からくびれ部へと曲線
を描いているのが見てとれる



　　　　　これはそのくびれ部から前方部方向へ墳丘西側の斜面を見たところ



　　　　　　さて、これは西側から墳丘全体を見たところ



　左手の後円部をアップで見たところ



　右手の前方部をアップで見たところ



これは南西側から墳丘全体を見たところ/右手前が前方部、左奥が後円部/5世紀前半頃の築造で前方部は二段、後円部は三段
築成であるようだ



　　　これは南東側から墳丘全体を見たところ/左手前が前方部、右奥が後円部



　　さて、これは後円部北側を西側から東方向に見たところ



　　　ここはその北側にある十二所神社社殿への参道入口



　そこで右手を見たところ/この部分が、説明板に後円部北側にその名残があると記されている周堀跡のようだ/左手が後円部裾



　　左手を見たところ/右手が後円部裾



　　　　さて、参道を登ってみよう



　　左手の墳丘斜面を見たところ



　　右手の墳丘斜面を見たところ



　鳥居がある



　　　その右手を見ると、ここが後円部で削平されていなかった墳頂部分である
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